





























２　2017 年 9 月 9 日、この年度第 1 回の紙芝居研究会を行った。議題としては、① 2017 年 10 月 14








３　2017 年 12 月 16 日～ 18 日、兵庫県豊岡市において、豊岡市在住の川見章夫氏が所有する国策紙
芝居の現物調査を行った（福住地区コミュニティセンター）。また、当地ゆかりの生活記録教育者、
東井義雄記念館、戦時下の政治家斎藤隆夫の記念館「静思堂」を見学した。







News Letter』№ 40、2018 年９月を参照されたい。
2018 年度
１　2018 年 6 月 1 日～ 5 日、京都・滋賀・愛知（亀岡市文化資料館、愛荘町、人形劇の図書館、砥
鹿神社等）にて、紙芝居現物調査および関連資料の調査を行った。








４　2018 年 11 月 23 日～ 25 日、長野県（須坂市立博物館、信州戦争資料センター、千曲市ふる里漫
画館、近藤日出造記念館）にて、紙芝居現物調査および関連資料の調査を実施した。





６　2018 年 12 月 26 日、2018 年度紙芝居研究会を行った ( 神奈川大学 )。この日は今後の調査計画、




７　2019 年 2 月 15 日～ 2 月 17 日、姫路・高松・徳島の現地調査を実施した。具体的には、兵庫県
立歴史博物館、高松市平和記念館、徳島県立文書館において、戦時下紙芝居の現地調査を行った。





９　2019 年 3 月 18 日、紙芝居班の研究会 ( 神奈川大学 )。今後の調査などについて話し合った。
2019 年度






３　2019 年 9 月 21 ～ 22 日、群馬県利根郡みなかみ町の「民話と紙芝居の家」にて、国策紙芝居調
査を行う。原田、新垣、大串、安田が参加。
４　2019 年 10 月 13 日、国策紙芝居の「公開研究会」を計画していたが、台風のため、延期になった。






2018 年２月 28 日）を「非文字資料研究叢書１」として刊行した。
２　2017 年度の紙芝居班の刊行物については、以下の作品が発表された。大串潤児「『国策紙芝居』
―北海道（札幌・京極町）調査報告」『非文字資料研究センター News Letter』№ 38、2017 年９月
所収、原田広「戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語」―「用語編」その６」同上書所収。
新垣夢乃「『植民地朝鮮と台湾の風景と記憶』参加記」『非文字資料研究センター News Letter』№
39、2018 年 1 月所収、原田広「戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語」―「用語編」そ
の７」同上書所収。權希殊「植民地朝鮮の紙芝居―視覚メディアを利用した情報宣伝」同上書所収。
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2018 年度
１　書評・紹介、横尾忠則、『朝日新聞』2018 年 6 月 2 日付。
２　書評・紹介、加藤徹、『読売新聞』2018 年 4 月 29 日付。
３　書評・紹介、野上暁「ヴィジュアルプロパガンダとしての紙芝居」『読書人』№ 3242、2018 年 6
月 8 日付。
４　書評・紹介、早川タダノリ「戦時下紙芝居の全容に迫る」『図書新聞』№ 3357、2018 年 6 月 30
日付。
５　書評・紹介、栗原俊雄「国策紙芝居 241 点を研究―神奈川大グループが本刊行」、『毎日新聞』
2018 年 7 月 9 日付。
６　書評・紹介、渡辺知弘「『国策紙芝居』にみる戦時社会」『信濃毎日新聞』2018 年７月 26 日付。
７　書評・紹介、「紙芝居からみる戦時、街頭は統制、国策一色に」、東京土建一般労働組合『けんせ
つ』2018 年８月 20 日付。
８　書評・紹介、「紙芝居が担った戦時宣伝―生々しい戦闘描写や動物の物語、戦意高揚の仕掛けに、
安田常雄（文化）」『日本経済新聞』2018 年 9 月 28 日付。
９　書評・紹介、片岡輝「『国策紙芝居からみる日本の戦争』を読む」、子どもの文化研究所『子ども
の文化』2018 年 10 月。
10　2018 年 11 月 23 日～ 25 日、長野県（須坂市立博物館、信州戦争資料センター、千曲市ふる里漫
画館、近藤日出造記念館）にて、紙芝居現物調査および関連資料の調査を実施した。
11　井口賢太「『国策紙芝居』映す『総力戦』」『信濃毎日新聞』2018 年 11 月 25 日付。
12　2018 年 11 月 24 日、前掲の『国策紙芝居からみる日本の戦争』（勉誠出版 ) が、今年度の日本児
童文学学会特別賞を受賞することになり、その授賞式が埼玉県の文教大学で行われた。
13　書評・紹介、浅岡靖央「『国策紙芝居からみる日本の戦争』」、『児童文学研究』　51、2018 年。
14　書評・紹介、古川隆久「『国策紙芝居からみる日本の戦争』」、『神奈川大学評論』92、2019 年 3 月。
15　なお 2018 年度の紙芝居班の刊行物については、以下の作品が発表された。大串潤児・原田広「『国
策紙芝居』―但馬出石調査報告」、『非文字資料研究センター News Letter』№ 40、2018 年９月所収、
原田広「戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語」―「用語編」その８」同上書所収。高瀬
あけみ「教育紙芝居を育てた先人が何を実現したかったのか―紙芝居・創造と芸術」『非文字資料





芝居からみる日本の戦争』を見る」、『子どもの文化』51-4、2019 年 4 月。
２　2019 年７月６日、『国策紙芝居からみる日本の戦争』が、子どもの文化研究所の第３回堀尾青史
賞を受賞。授賞式は学習院　ラウンジ目白倶楽部　松本楼で行われ、安田代表などが出席した。　
３　「おもちゃも戦場へ、戦争中の紙芝居　子どもたちに宣伝」、『毎日小学生新聞』2019 年 8 月 15













大学日本常民文化研究所非文字資料研究センター編『非文字資料研究』18、2019 年 9 月。
８　書評・紹介、鶴見太郎、「『国策紙芝居からみる日本の戦争』」、歴史科学協議会編『歴史評論』
2019 年 10 月。
９　2019 年度の刊行物として、以下の作品が発表された。新垣夢乃「『人形劇の図書館』『大津市歴
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